
都道府県名：京都府 作成：令和元年７月30日

１　産地パワーアップ計画

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加

地区名 対象作物 取組内容 成果目標

現状 目標 実績

（○年度） （○年度） （平成30（西暦2018）年度）

伊根町
本庄地
区

トラクター、播種機
のリース導入

南丹市
地域農
業再生
協議会

1 美山町

茶

5,750円
/30kg

2
伊根町
本庄地
区

トラクターのリース
導入

販売額の10％以
上の増加

93,725円/10a
（27年度）

13

1

63,570 kg

販売額の10％以
上の増加

そば
コンバインのリース
導入

伊根町
地域農
業再生
協議会

みず菜

京都府
農業再
生協議
会

1

京都府
（ＪＡ
京都や
ましろ
管内茶
園）

伊根町
地域農
業再生
協議会

水稲 61,940kg13

287,529円
/10a

2,147円
/kg

－1,398 1,904 t 2,431円/kg －

販売額の10％以
上の増加

1,547千円/10a
（27年度）

1.75 47,988 kg 564千円/10a － 1,711千円/10a
（30年度）

1.88 56,754 kg 567千円/10a

販売額の10％以
上の増加

15,690円/10a
（過去5カ年（H23,25
～28）のうち、最

大・最小値を除いた
３カ年の平均）

8 52.3 kg/10a 300円/kg － 19,950円/10a
（30年度）

10

293,791円/10a
（23-27年度平均）

1,402 1,828 t

1

和束町
（（株）
式部がて
ん茶とし
て加工す
る茶葉を
生産する
茶園）

てん茶加工場整備
販売額の10％以
上の増加

675千円/10a
（28年度）

12.17 －

産地パワーアップ事業

都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書

万願寺甘と
う

－ 2,520千円/10a 6.01 174,590kg641円/kg － 2,633千円/10a
（30年度）

1
北区
左京区

低コスト耐候性ハウ
ス導入

281,612 kg 391.64円/kg

舞鶴市
農業振
興協議
会

地域協議
会名

整理
番号

生産量又は出
荷量

和束町
農業再
生協議
会

販売額の10％以
上の増加

6,684千円/10a
（25～27年平均）

1.02 181,346 kg 376円/kg － 8,684千円/10a
（30年度）

1.27トマト

綾部市
農業再
生協議
会

1 豊里
パイプハウス用資材
導入

販売額の10％以
上の増加

3,966千円/10a
（27年度）

みず菜

1
舞鶴市
（全
域）

パイプハウス用資材
導入

販売額の10％以
上の増加

2,176千円/10a
（25～27年平均）

7

京都市
地域農
業再生
協議会

6.43 218,312 kg 261,100 kg 706円/kg

茶 －

集出荷貯蔵施設整備

－

みずな
2.1195
麦
0.3276
小豆
0.3276
計2.4471
(実面積。麦
と小豆は二
毛作)

4,587千円/10a
（30年度）

2.4471
161,508.6

kg
695円/kg －

2,357千円
/10a

3.13 109.7t －

てん茶一番
12,964.2kg

てん茶二番
14,408.2kg

てん茶一番
3,490円/kg

てん茶二番
2,179円/kg

－
828千円
/10a

15.70

みず菜
139,887.0kg
麦
327.6kg
小豆
655.2kg
計
140,869.8kg

地域協議会等の評価事業実施前年
度

目標年度

－

面積
(ha)

生産量又は出
荷量

価格
(販売単価)

生産コスト 面積
(ha)

確定申告、売上伝票によ
り販売額を確認し、現状
値と比較する。

達成率（％）生産量又は出
荷量

価格
(販売単価)

生産コスト 面積
(ha)

価格
(販売単価)

生産コスト

地域(県又は国)の
価格(販売単価)

補正係数
価格補正後の

実績
事後評価の検証方法(※定量
的な検証ができること。)

103,500円/10a
（30年度）

7,393円
/30kg

2,134円/kg － 330,330円/10a
（30年度）

1,399 1,874t

－

672.5円

29,592 kg1.58

みず菜 690
円
麦 15円
小豆 790円

－

36,000kg 3,441円/kg

1,178千円
/10a

－ － 751千円/10a
（30年度）

12.17

－ 629千円/10a

59,800 kg
6,750円
/30kg

66.5kg
/10a

300円
/kg

－
9,567円
/10a

860.6円/kg

－ 9,089千円/10a 1.27 285t 405円/kg

300円
/kg

－
117,418円

/10a
13

7月豪雨災害
や9月の日照
不足により収
量が低下した
ため目標未達
となった。今
後も栽培技術
指導と有利販
売の取り組み
を支援してい
く。

7月豪雨によ
るハウスの冠
水、９月の長
雨と日照不足
等、悪条件が
重なりミズナ
の出荷量が激
減した。収量
向上に向けて
の栽培技術指
導を実施。

（計画どおり
達成）

寒害の影響で
減収となった
こと等によ
り、目標未達
となった。今
後、寒害防止
対策指導や、
さらなる品質
向上、新規需
要創出支援に
より、販売額
の増加を図
る。

台風被害によ
り、復旧まで
の間、ミズナ
の生産ができ
なかったた
め、出荷量が
減少した。収
量向上に向け
ての栽培技術
指導を実施。

水稲を特別栽
培米に転換す
ることによ
り、契約取引
で有利販売で
きるように
なった。

面積について
は、目標どお
り拡大したも
のの、そばの
播種期である
７～８月に台
風による大雨
が相次ぎ、通
常の排水対策
では湿害を防
ぎきれず、大
幅な減収と
なった。さら
に徹底した排
水対策を指導
し、目標達成
を図る。

10
31.89 kg

/10a
－

生産者、取組主体等の実
績から検証

①一番茶て
ん茶
4,035円/kg
②その他
1,590円/kg

663

目標年度における舞鶴万
願寺甘とう部会全体の10a
当たりの販売額を現状値
と比較し評価を実施

-165%

JA京都やましろの販売額
取りまとめ調査に基づい
て検証

－

産地全体の生産面積及び
出荷量から10a当たりの販
売額を算出し、現状値と
比較する

－

販売記帳簿・決算書によ
り販売額を確認し現状値
と比較する

1,276
千円/10a

－

－

京都府茶協同組合、全農
京都茶市場及びJA京都や
ましろの実績取りまとめ
調査に基づいて検証

産地全体の生産面積及び
出荷量から10a当たりの販
売額を算出し、現状値と
比較する

374円/kg

864円/kg

718円/kg

5,907円/kg

①一番茶て
ん茶
4,594円/kg
②その他
1,717円/kg

718

－

－

372円/kg

967円/kg

663円/kg

4,789円/kg

平成29、30年度の2か年
続けての台風災害の影響
により、生産作物の冠水
被害等があり、作物の販
売が行えず目標未達成と
なった。

関係者が一体となって取
り組み、目標を達成し
た。

たび重なる災害被害によ
り収穫量が激減し、目標
の達成ができなかった。
目標達成に向けて、生産
者への技術指導や排水管
理の徹底を指導してい
る。

適切な栽培管
理により、目
標を上回る生
産量を確保で
きており、販
売実績も向上
している。

9,134千円
/10a

2,233千円
/10a

242%

-144%

2,553千円
/10a

1,021千円
/10a

318,008
円/10a

都道府県の評
価

-228%

455%

66%

123%

13%

養液施設園芸のモデル
ケースとして、さらに生
産量の向上を目指す。

災害等により収量が低下
したが、優品の袋詰め等
新たな販売方法により、
高い単価を維持すること
ができた。

７月豪雨で生産物が全滅
したため、しばらく出荷
ができませんでした。そ
の後の曇天等も影響して
出荷に大打撃を受け、目
標未達となった。フォ
ローアップが必要。

（計画通り達成）

目標年度である30年度
は、寒害による減収と、
全国的なてん茶増産の影
響によるてん茶販売単価
の下落により、目標は未
達となった。
今後、関係機関と連携し
て、寒害からの樹勢回復
により収量を向上させる
とともに、さらなる茶の
品質向上や、新規需要の
創出等を図り、販売単価
を向上させることで、販
売額増加の目標達成を図
る。

－

－

1.005

0.893

1.083

1.233

①1.139
②1.080

1.083

契約取引の
ため補正な

し

（契約取引
のため補正
なし）

1



（別添１）

ア　基金事業

内訳

　　ａ　整備事業

地域協 整理 № 地区名 取組 対象作物 面積 農業 事業 目標 取組目標 事業内容 完了 事後評価 費用対効果 取組目標 取組主体 地域協議会 都道府県

議会名 番号 主体名 名 （㏊） 現状値 目標値 実績 年月日 の検証方法 分析結果 の達成状況 の評価 等の評価 の評価

（○年度） （○年度） （30年度）

附帯事務費（都道府県、市町村）

計

合計

　　ｂ　生産支援事業
地域協 整理 № 地区名 取組 対象作物 面積 農業 事業 目標 取組目標 事業内容 完了 事後評価 費用対効果 取組目標 取組主体 地域協議会 都道府県
議会名 番号 主体名 名 （㏊） 現状値 目標値 実績 年月日 の検証方法 分析結果 の達成状況 の評価 等の評価 の評価

（○年度） （○年度） （30年度）

附帯事務費（都道府県、市町村）

計

合計

南丹市
地域農
業再生
協議会

1 1 美山町
有限会
社タナ
セン

そば

(平成29年3
月31日)
平成29年3月
10日

目標年度におけ
る舞鶴万願寺甘
とう部会全体の
10a当たりの販売
額を現状値と比
較し評価を実施

－

(平成29年3
月31日)
平成29年3月
21日

産地全体の生産
面積及び出荷量
から10a当たりの
販売額を算出
し、現状値と比
較する

(平成29年3
月31日)平成
29年2月15日

－

10 10

13

未達成

平成29、30年度
の2か年続けての
台風災害の影響
により、生産作
物の冠水被害等
があり、作物の
販売が行えず目
標未達成となっ
た。

－

(平成29年3
月31日)
平成29年3月
29日

生産者、取組主
体等の実績から
検証

30 未達成

上賀茂
養液研
究会

トマト 0.76 5 28

京都府
農業再
生協議
会

1 綾部市豊里
地区

30

30

28
（29へ
期間延

長）

者数 実施
年度

年度

株式会
社農夢

みず菜 0.33

舞鶴市（全
域）

京都丹
の国農
業協同
組合
舞鶴万
願寺甘
とう部
会

株式会
社式部

茶 12.17

舞鶴市
農業振
興協議
会

綾部市
農業再
生協議
会

万願寺甘と
う

0.13

災害等により収
量が低下した
が、優品の袋詰
め等新たな販売
方法により、高
い単価を維持す
ることができ
た。

7月豪雨災害や9月
の日照不足により
収量が低下したた
め目標未達となっ
た。今後も栽培技
術指導と有利販売
の取り組みを支援
していく。1

(平成29年8
月31日)
平成29年5月
31日

JA京都やましろ
の販売額取りま
とめ調査に基づ
いて検証

1.17
販売額の
10％以上の
増加

10a当たりの
販売額

2,633千円
（30年度）

10a当たりの
販売額

2,520千円

（機械（能力、台数）、リース機械（能力、台数）、資材費
等）

てん茶加工場の整備
・工場（鉄骨スレート620㎡）
・てん茶炉2ライン
　（100kg/hr×2ライン）
・生葉処理量　170t

パイプハウス用資材・被覆資材等の導入

10a当たりの
販売額

828千円

寒害による減収や全
国的なてん茶の増産
の影響により、てん
茶相場が大幅に下落
したことから、目標
は未達となった。
今後、当組合員（茶
商）には一層の取引
安定化を呼びかける
とともに、関係機関
とも連携して、寒害
からの樹勢回復や、
さらなる茶の品質向
上、新規需要の創出
等により、収量と販
売単価を向上させる
ことで、販売額の増
加の目標達成を図
る。

目標年度である30年
度は、寒害による減
収と、全国的なてん
茶増産の影響による
てん茶販売単価の下
落により、目標は未
達となった。
今後、関係機関と連
携して、寒害からの
樹勢回復により収量
を向上させるととも
に、さらなる茶の品
質向上や、新規需要
の創出等を図り、販
売単価を向上させる
ことで、販売額増加
の目標達成を図る

寒害の影響で減
収となったこと
等により。目標
未達となった。
今後、寒害防止
対策指導や、さ
らなる品質向
上、新規需要創
出支援により、
販売額の増加を
図る。

達成

1

京都市
地域農
業再生
協議会

1 1

京都市北区上
賀茂地区及び
左京区静市・
岩倉地区

1

和束町
農業再
生協議
会

1 1

和束町（（株）式
部がてん茶として
加工する茶葉を生
産する茶園）

1

京都府
（JA京都や
ましろ管内
茶園）

1

(平成29年3
月31日)
平成29年3月
21日

産地全体の生産
面積及び出荷量
から10a当たりの
販売額を算出
し、現状値と比
較する

販売記帳簿・決
算書により販売
額を確認し現状
値と比較する

伊根町
地域農
業再生
協議会

2 1 伊根町本庄
地区

伊根町
地域農
業再生
協議会

1 1 伊根町本庄
地区

二ノ倉
芳樹

みず菜 0.24 1 28 30
販売額の
10％以上の
増加

10a当たりの
販売額

2,847千円
/10a
（27年度）

10a当たりの
販売額

3,161千円
（30年度）

10a当たりの
販売額

3,089千円

水稲

－ 未達成

京都府
茶協同
組合

茶 1,402 821

28
（29へ
期間延

長）

30
販売額の
10％以上の
増加

10a当たりの
販売額

293,791円
（27年度）

10a当たりの
販売額

330,330円
（30年度）

10a当たりの
販売額

287,529円

集出荷貯蔵施設整備
・新築冷蔵庫設備工事
・既存冷蔵庫内新設設備工事
・既存冷蔵庫庫内全室新設工事
・新築荷捌き場屋根工事
・新事務所設置工事

（平成30年3
月31日)
平成30年3月
5日

京都府茶協同組
合、全農京都茶
市場及びＪＡ京
都やましろの実
績取りまとめ調
査に基づいて検
証

1.21 未達成

株式会
社水農
江

達成

トラクター、播種機のリース導入

3028
販売額の
10％以上の
増加

水稲を特別栽培
米に転換するこ
とにより、契約
取引で有利販売
できるように
なった。

販売額の
10％以上の
増加

10a当たりの
販売額

15.690円
（27年度）
（過去5カ年
（H23,25～28）
のうち、最大・
最小値を除いた
３カ年の平均）

10a当たりの
販売額

19.950円
（30年度）

1

7月豪雨等で甚大
な被害を受け、
目標未達となっ
た。

７月豪雨で生産
物が全滅したた
め、しばらく出
荷ができません
でした。その後
の曇天等も影響
して出荷に大打
撃を受け、目標
未達となった。
フォローアップ
が必要。

たび重なる災害
被害により収穫
量が激減し、目
標の達成ができ
なかった。目標
達成に向けて、
生産者への技術
指導や排水管理
の徹底を心がけ
ている。

たび重なる災害
被害により収穫
量が激減し、目
標の達成ができ
なかった。目標
達成に向けて、
生産者への技術
指導や排水管理
の徹底を指導し
ている。

面積については、目
標どおり拡大したも
のの、そばの播種期
である７～８月に台
風による大雨が相次
ぎ、通常の排水対策
では湿害を防ぎきれ
ず、大幅な減収と
なった。さらに徹底
した排水対策を指導
し、目標達成を図
る。

10a当たりの
販売額

9,567円

普通型コンバインのリース導入28

（計画どおり達
成）

関係者が一体と
なって取り組
み、目標を達成
した。

平成29、30年度
の2か年続けての
台風災害の影響
により、生産作
物の冠水被害等
があり、作物の
販売が行えず目
標未達成となっ
た。

台風被害によ
り、復旧までの
間、ミズナの生
産ができなかっ
たため、出荷量
が減少した。収
量向上に向けて
の栽培技術指導
を実施。

10a当たりの
販売額

93.725円
（27年度）

10a当たりの
販売額

103.500円
（30年度）

10a当たりの
販売額

117,418円
トラクターのリース導入

3 28 30
販売額の
10％以上の
増加

10a当たりの
販売額

3,966千円
（27年度）

10a当たりの
販売額

4,587千円
（30年度）

10a当たりの
販売額

2,357千円

パイプハウス用資材・被覆資材等の導入

3 28 30
販売額の
10％以上の
増加

10a当たりの
販売額

2,176千円
（25～27年の平
均）

販売額の
10％以上の
増加

10a当たりの
販売額

6,684千円
（25～27年の平
均）

10a当たりの
販売額

8,684千円
（30年度）

7月豪雨によるハ
ウスの冠水、９
月の長雨と日照
不足等、悪条件
が重なりミズナ
の出荷量が激減
した。収量向上
に向けての栽培
技術指導を実
施。

－

者数 実施
年度

年度 （工種、施設区分、構造、規格、能力等）

10a当たりの
販売額

675千円
（27年度）

10a当たりの
販売額

751千円
（30年度）

6

未達成

災害等により収
量が低下した
が、優品の袋詰
め等、新たな販
売方法により、
高い単価を維持
することができ
た。

（平成29年3
月31日）
平成29年3月
30日

確定申告、売上
伝票により販売
額を確認し、現
状値と比較す
る。

1.437 達成

10a当たりの
販売額

9,089千円 低コスト耐候性ハウス（軒高3.5m）
6棟　7,576.95㎡
養液栽培装置一式

（計画どおり達
成）

養液施設園芸の
モデルケースと
して、さらに生
産量の向上を目
指す。

適切な栽培管理
により、目標を
上回る生産量を
確保できてお
り、販売実績も
向上している。

（計画どおり達
成）

（計画どおり達
成）

（計画どおり達
成）
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